


























































コ ンピュータ SX-ACE に効率的に実装しました。なお、これまでの物理解析とは異なり、ベク
トル化には適していないシステムバイオロジーの部分を効率的に実装するよう工夫しています。
スーパーコンピュータにおいて 64 コアを同時に用いた結果、3 時間後のリスク評価に要する解析




のばらつき（各 3 種類）などの複数のパターンのデータを並列的に処理（64Core で単一のシミュ
レーション、同時に 2 つの解析を実施）した場合、10 分以内に大半の人口をカバーした評価が可
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